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がらも， 側視型の良さもあるように』思います。 とくに 
Urgent Endosscopeには非常に有用性が高いように思
います。 
50. 小児癌治療の現況と問題点
大沼直射，恒元博(放医研)
高橋英世，大川治夫，碓井貞仁(千大)
放医研の昭和 43年 4月より， 昭和 49年 12月までの
小児悪性腫嘉照射例は 65例である。 うちウィルムス腫
療は 8例で， 6例が生存中である。この生存例中の l例
の，肺転移巣のレントゲン写真上の大きさの計側値より 
Volume Doubling Timeを求めると， 3.5日より 5日
である。 VolumeDoubling Timeを5日とした時の本
例の手術時摘出腫虜 700gに達するまでの日数を計算す
ると 197日である。本例の転移巣は，放射線療法に感受
性が強く認められた。 
51. 消化管外痩に対す ElementalDietの経験
中山博，小沢弛惰，大津餓(沼津市立)
術後外痩形成した49才，女(体重 52kg)に対し Bury
のいう elementaldietを術後 28日より開始。ブドウ
糖， 12%イスポー Jレ，ソリタ頼粒，パンピタンの 4種を
適時処方し，経管内に胃内へ注入。術後 62日黄痘， 腎
不全で他界。 35日間で平均 1263calj日， 24.3 caljkg注
入した。胃粘膜の委縮，肝のピマン性脂肪変性がいづれ
も高度で， 腎は急性腎孟腎炎であった。 62日間絶食で
も，るいそうは軽度で，肝の病理所見と相反するが，本
法の効果があったと思う。 
52. 外傷性末梢動脈癌の検討
伊藤進，田宮達男，西沢直(国立千葉)
外傷に伴なう種々の血管損傷が報告されるようになっ
たが，動脈損傷が疑われる場合には，積極的に血管造影
を行なうべきである。しかし医原性の動脈癌も多く，細
心の注意を払う必要がある。また診断に関しでも膿虜と
誤られ切開により生命を危くした報告もある。さらに創
部感染による縫合不全では大出血の危険があり予め十分
な対処が望まれる。以上外傷性動脈癖の過去 l年間の自
験例から，反省，検討を加え報告した。 
53. 興味ある肺静脈還流異常症の二治験例
西沢直，田宮達男，伊藤進(国立千葉)
症例1. 21才男性， 左上肺静脈還流異常兼心房中隔
欠損症。左上肺静脈は左鎖骨下静脈に関口し，手術は左
開胸で，左上肺静脈を関口部近位で切断し，左心耳と端
々吻合した。 心房中隔欠損は二期手術で閉鎖し全治し
た。症例 2. 14才， 女性， 総肺静脈還流異常兼心房中
隔欠損症。全肺静脈は左心房に還流せずに左鎖骨下静脈
に関口し，手術は還流異常静脈を結設し，肺l静脈洞と左
心房後を側々吻合，心房中隔欠損を閉鎖して全治した。 
54. 同種骨髄移植によるトレランス導入の研究
ーとくに病理学的検討一
秋本伸(東京女子医大消化器病センター)
第二外科学教室で作成された同種骨髄移植犬について
分画骨髄群，非分画骨髄群，免疫抑制剤のみの対照群の
各群聞における病理組織学的差異を検討した。骨髄移植
群で骨髄， リンパ組織の回復がみられとくに分画群で著
しかった。非分画群のリンパ節，牌に形質細胞の出現を
み， GVH反応と考えた。分画群の牌にもリンパ眼球様
大型細胞，形質細胞の出現をみ，免疫反応の発現を思わ
せ，キメラ状態に関する検討の必要性を示唆した。 
55. 国立佐倉療養所における腎移植の現況
横山健郎，柏原英彦，村上光右，
岩田信子，橋爪藤光(国立佐倉療養所)
国立佐倉療養所では昭和 49年 5月以来， 生体腎移植
例 1，死体腎移植例 3の計4例の移植を行なった。生体
腎移植例は術後順調に経過し 3ヵ月腎機能正常となり退
院した。
死体腎移植例は，いづれも同 l死体より， 1腎は千葉
大第二外科において， 1腎は佐倉で行なうといういわゆ
る同時 2症例の移植例である。 1症例群に，腎機能回復
の過程に差が見られ，シンチカメラにより循環障害によ
るものと診断された。 
56. 映画
経十二指腸的乳頭形成術 1. 
羽生富士夫，浜野恭一，他 7名
(東京女子医大消化器病センター) 
2. 食道静脈癌に対する経腹的食道粘膜離断術
平島毅(千大) 
57.教室における胆道系悪性疾患の臨床病理学的検討
岡村隆夫(千大)
中野雅行(千大・ー病)
教室における胆道系の悪性疾患は最近 2，3年間にお
いて症例，切除例とも非常に増加している。とくにいわ
ゆる肝門部癌は従来切除不能例にも積極的な拡大切除を
行ない，また診断技術の進歩により早期の症例も増加し
